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伊勢 の 文化財通信紙 No.3

最新の文化財情報トピックス

イセンドは、「いせ」と「送る」の英語「send」を組み合わせた造語です。

昨年おかげ横丁で開催した企画展「二見浦に魅せられて」が、展示内容を再編して、
伊勢めおと横丁内の夫婦岩ミュージアムにて開催中です！

伊勢市役所小俣総合支所1階郷土資料コーナーにて、「土器大解剖展2 経筒と瓦経」を
7月3日まで開催しています。詳細は裏面を参照ください。

国史跡旧豊宮崎文庫を開園します。市天然記念物のオヤネザクラを間近で見ることができ
ます！詳細は裏面をご参照ください。

◎

◎

◎
宮川堤桜たより

宮川堤の桜のナンバーテープ

宮川堤の桜に貼り付けられた「ナンバーテープ」は、以前樹木医

さんに桜の樹木診断をしていただいた際に付けた物です。この番号

を元に桜の現地確認や、リストでの管理を行っています。

いたずらに付けられた物ではありません。見つけても剥いだり、

触ったりしないようにしましょう！

宮川堤公園の陸上トラックに面
した道路敷きの桜です！
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桜ナンバーテープ

土壌改良
と剪定を
行った桜

昨年度実施したクラウドファンディングで募った寄附金で「宮川堤桜樹再生プロジェクト」を

始動します。今年度は、桜の再生にどういった施行が有効なのか下の写真で示した桜４本に対し

て、土壌改良と枝の剪定を樹木医指導の元行い、再生桜のモデル樹木を育成していきます。

土壌改良には、風圧で土壌を掘ることができる「エアスコップ」を使用します。桜樹の根を傷

つけずに掘り下げることができ、根を観察することで桜の健康状態をより知ることができます。

その後、堆肥を混ぜた土壌で再び根を覆いかぶせます。作業の様子は、下の写真のとおりです。

今年も桜の木に凧が数ヶ所引っかかっています。凧の糸は、桜の樹皮に絡みついており、場合

によっては、撤去時に健康な枝を剪定する必要があります。桜のためにも凧上げは、木から離れ

たところで行うようにお願いします。
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エアスコップで桜樹の根元を掘る作業



旧豊宮崎文庫の開園について

旧豊宮崎文庫にある市の天然記念物「オヤ

ネザクラ」を公開します。文庫内には、2本の

オヤネザクラの他、ソメイヨシノなど約30本

の桜があります。往時をしのぶ門や練り塀と

ともに、桜をお楽しみください。

とき：3月28日(土)～4月5日(日)

9：00～17：00

企画展の開催について

埋蔵文化財包蔵地（遺跡）内で開発する際

には、文化財保護法により届出が必要です。

開発を行う場所が埋蔵文化財包蔵地内に位置

するか事前に確認してください。

事前確認は、伊勢市教育委員会文化振興課

宛てに開発場所を記した位置図をお送りくだ

さい。埋蔵文化財包蔵地（遺跡）内かどうか

確認し、回答させていただきます。

文化財の保護のため、皆様のご理解ご協力

をよろしくお願いします。

ご不明な点は、伊勢市教育委員会文化振興課

文化財係（TEL:0596-22-7884）まで、ご相談

ください。

【送り先】FAX：0596-23-8641

E-mail：kyo-bunka@city.ise.mie.jp
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埋蔵文化財の保護について
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